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2月8日（土）戸田市文化会館にて、臨床検査の知識・技術の向上および業務改善を目的とした『2019年度第2回TMG臨床
検査研究会』を開催、グループ各施設より臨床検査技師193名が参加しました。6施設から7演題の発表、医療安全検討会の
活動報告、また外部学会発表演題の共有として3施設からの発表がありました。各施設での日頃の取り組み、検査の有用性
および医療安全情報やその対策を学ぶことができました。日々進化する医療のなかで検査研究会は、職員への情報共有と
しても大変重要な教育の機会と考えております。今後も臨床へ信頼ある検査結果を提供できるよう取り組んでいきます。

精度管理検討会では1月30日（木）に「血液像フォトサーベイ講評会」を開
催、20施設より23名が参加しました。総評では正答率・経験年数別統計など
について説明があり、講師からは統計からみえた課題として、指導者の育
成や若手技師が質問しやすい環境づくりが重要と話がありました。設問の
解説とポイントでは、細胞鑑別において不足している知識や血液細胞の見
方、クロマチン及び細胞の成熟分化について説明がありました。解説後に
は、Googleフォームを使用した会場参加型・血液細胞クイズを14問出題。そ
の場で回答を集計し、講師から細胞鑑別のポイントについて解説がありまし
た。会場参加型の研修会は概ね好評であり、クイズ形式は研修で得た知識
を再確認できる良い機会となりました。

《 精度管理検討会 研修会を実施》

TMGサテライトクリニック朝霞台 伊藤 新吾

戸田中央臨床検査研究所 木暮憲幸

6 施設から 7 演題発表

所属施設名 発表演題名

松井病院 当院における透析患者の上腕動脈エコーの取り組みと今後の課題

牧野記念病院 褥瘡予防における臨床検査技師の取り組み

よこすか浦賀病院 全自動免疫測定装置導入による業務改善報告

北総白井病院 測定試薬「ナノピア BNP-A」基礎的検討

八王子山王病院 輸血検査におけるカラム凝集法導入に向けた基礎検討

研究所 細菌検査科 血液培養の2セット採取率について

研究所 病理検査科 細胞診検査における検体処理と細胞像の見え方

《2019年度 第2回TMG検査研究会を開催》


